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Ⅰ．コンソーシアム準備段階の構成機関の公募について 

 

１． はじめに 

平成２２年度予算において、次世代スーパーコンピュータを中核とし、次世代スー

パーコンピュータと国内の計算資源を連携して利用するための革新的ハイパフォーマ

ンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）を構築していくことと、この構築を主導するコ

ンソーシアムを形成することが決定されました。 

文部科学省においては、本年３月、ユーザコミュニティの代表者、HPCI に計算資源

を提供することになる主要機関の代表者等からなる革新的ハイパフォーマンス・コン

ピューティング・インフラ（HPCI）検討ワーキンググループ（中川正春文部科学副大臣

主宰。以下「HPCI 検討ワーキンググループ」という。）を設置し、HPCI の在り方やコン

ソーシアムの在り方について検討を行うとともに、更にユーザー等から幅広いご意見

をいただくため、意見交換会や意見募集を実施してきました。 

この結果、ＨＰＣＩ検討ワーキンググループにおいて、別添の「革新的ハイパフォー

マンス・コンピューティング・インフラ（ＨＰＣＩ）とこの構築を主導するコンソーシアムの

グランドデザイン」がとりまとめられました。文部科学省では、今後、このグランドデザ

インに基づいてＨＰＣＩの構築とこれを主導するコンソーシアムを形成していくこととして

います。 

当該コンソーシアムは本年の６月にも発足することとしており、今回の公募は、この

コンソーシアムへの参画機関を募るものです。コンソーシアムは、ＨＰＣＩの運用を開

始する平成２４年度から本格運営段階になりますが、今回発足するコンソーシアムは、

本格運営段階に向け必要な検討と準備を行うことになります。ＨＰＣＩの構築は、今後

の我が国の計算科学基盤のあり方に大きく関わる取組みです。関係機関の方々にお

かれましては、募集の趣旨を良くご理解いただき、コンソーシアムへのご参画につい

てご検討をお願いいたします。 

 

２． ＨＰＣＩ構築事業について 

ＨＰＣＩ構築事業は、我が国の計算科学技術振興の中心となり、世界最高水準の成

果創出と成果の社会還元を推進する研究開発基盤を整備するものです。 

この研究開発基盤は、次世代スーパーコンピュータを中核として、次世代スーパー

コンピュータと国内のスーパーコンピュータをネットワークで結び、ハイパフォーマン

ス・コンピューティング環境を実現するもので、スーパーコンピュータなどの計算資源

を所有する機関やユーザコミュニティ機関からなるコンソーシアムの主導によって構

築され、次世代スーパーコンピュータの共用が始まる平成２４年１１月からの運用を

予定しています。 
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３． コンソーシアム準備段階の検討課題 

（１） オールジャパンの計算科学技術体制の構築 

次世代スーパーコンピュータ拠点、戦略機関、大学情報基盤センター、その他のコ

ンソーシアム参加機関の役割 

（２） ＨＰＣＩの運営に必要なガバナンス（体制とルール） 

① ユーザー意見の集約と反映のためのメカニズム 

② ＨＰＣＩ運営手法（共用計算資源の管理、課題選定と計算資源の配分、セキュ

リティー等運用ポリシー等） 

③ コンソーシアム参画機関のＨＰＣＩ運営における役割と責任 

④ 計算資源の提供に対し必要な予算的措置 等 

（３） ＨＰＣＩの基本仕様と開発スケジュール 

① ストレージ、ネットワーク、ミドルウェア 

② 具体的な機能 

③ コンソーシアム参画機関にどの程度の資源量の提供を求めるか 

（４） ＨＰＣＩ利用手続き、ユーザー支援 

① 次世代スーパーコンピュータ拠点、戦略機関、大学情報基盤センター等の役

割 

② 登録機関との関係 

③ ユーザー支援内容（アプリケーションソフトウェア調整、可視化 等） 

（５） ソフトウェアの整備・普及 

（６） 人材育成（アカデミアと産業界） 

① ＨＰＣＩ上の計算資源を利用した人材育成方策 

② ＨＰＣ人材の裾野を拡げる取組 等 

（７） 産業利用の促進方策 

（８） ＨＰＣＩを通じて得られた成果の社会還元方策（教育・医療における利用等）、など 

 

４． コンソーシアム準備段階における検討の進め方 

（１） コンソーシアム準備段階構成機関は、実効的な検討を行うため、我が国の計算

科学技術振興の観点に立ち、所属機関を越えて全体的な立場から検討を行い得

る者１０名程度からなる委員会（以下「委員会」という。）を設置します。委員会は、

適宜、上記３．の課題に対する検討結果をとりまとめます。 

（２） コンソーシアム準備段階構成機関は、委員会における検討結果をコンソーシアム

準備段階の合意とするための仕組みを構築します。 

（３） 文部科学省は、コンソーシアム準備段階の運営を円滑に行うため、事務局機関

を選定し、その運営経費を措置します。 
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（４） 事務局機関は、適宜、コンソーシアム準備段階構成機関における検討結果を文

部科学省に報告します。 

 

５． 公募の対象 

 本公募の対象は、以下に示す①あるいは②のどちらかに該当する機関とします。 

① ＨＰＣＩ上の計算資源を利用する研究者が相当程度属するユーザコミュニティの中

核として活動実績を有する機関（ユーザコミュニティ機関） 

② ＨＰＣＩに計算資源（スーパーコンピュータ、ストレージ、ネットワーク、ミドルウェア

等）を提供する意志を有し、計算資源の共同利用の実績がある、もしくは、共同利

用体制の整った機関（計算資源提供機関） 

なお、コンソーシアム準備段階における検討には、上記①においては、コミュニティ

を代表する者、②においては、計算資源を管理運用する責任者の参画を予定してい

ます。このため、申請にあたっては、コンソーシアム準備段階の検討に当該者が参画

することについて、機関の同意（所属機関の長又は権限委任された者の同意）を得て

おく必要があります。また、①においては、当該者の所属するコミュニティの同意を、

本公募の申請時点で得ている、もしくは、速やかに得る見込みがある必要がありま

す。 

 

６． 本公募における構成機関の決定方法 

５．の条件を満たせば、原則としていずれの機関もコンソーシアム準備段階構成機

関として決定します。 

条件を満たすかどうかの確認は、文部科学省ＨＰＣＩ検討ワーキンググループにお

いて行います。 

 

７． 申請書類の提出 

（１）申請書類 

申請に際しては以下の資料を提出します。 

①表紙（様式１） 

②申請書 

ユーザコミュニティ機関の場合（様式２及び別添）  

計算資源提供機関の場合（様式３及び別添）  

③申請書類チェックシート 

上記の資料について、それぞれ２部（正本１部、副本１部）及び電子ファイル

（Microsoft Word と PDF ファイルの計 2 形式のファイルとする。）を提出してください。 

（２）受付期間 

提示の日から平成２２年６月１４日（月）午後５時まで。（ただし、持参して提出する
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場合は、上記受付期間の土日祝日を除く毎日、午前１０時から午後５時まで。ただし、

午後０時から午後１時までを除く。） 

（３）受付場所 

独立行政法人 科学技術振興機構 研究振興支援業務室 

〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-1-7 九段センタービル 6 階 

電話：03-5214-7990 

E-mail：johoobo@jst.go.jp 

（４）申請書類は受付期限までに受付場所に持参あるいは郵送（６月１４日（月）午後５

時必着。郵便書留等の配達の記録が残るものを必ず利用すること。）するとともに、

電子ファイル（ファイルの形式は、Microsoft Word（Word2003 形式以下で保存）と PDF

ファイル（Acrobat8以下で作成のもの）の計2形式のファイルとする。）を電子メールに

より提出しなければなりません。 

なお、提出に際しては、持参あるいは郵送については封書の表書きに、電子メール

についてはメールの件名及び添付ファイル名に、次の内容を記載して提出してくださ

い。 

・ ユーザコミュニティ機関の場合：「HPCI ユーザー機関申請」（申請書様式と別

添資料とを分けて提出する場合、別添資料については「HPCI ユーザー機関

申請－別添」） 

・ 計算資源提供機関の場合：「HPCI 機関申請」（申請書様式と別添資料とを分

けて提出する場合、別添資料については「HPCI 機関申請－別添」） 

（５）申請書は、受付期限後の差し替えや訂正は認めません。また、提出された申請

書について、不備がある場合、選定の対象とされないことがあります。 

（６）提出された申請書は、返還いたしませんので、各機関において控えを保管するよ

うにしてください。 

（７）申請書類の作成及び提出にかかる費用は、申請者の負担とします。 

（８）提出された申請書類は、提出者に無断で使用しません。 

（９）必要に応じ、追加資料の提出を求める場合があります。 

 

８． スケジュール（予定） 

公募開始からコンソーシアム準備段階における検討開始までのスケジュールは、

概ね次のように予定しています。 

平成２２年 

５月２７日（木） 公募開始 

６月１４日（月） 公募締切 

６月１８日（金） コンソーシアム準備段階構成機関決定 

６月下旬  コンソーシアム準備段階会合開催 
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９．問い合わせ先 

本公募に関する問い合わせ先は以下のとおりです。 

〈本事業内容に関する問い合わせ〉 

問い合わせ先 電子メール 

文部科学省研究振興局 情報課 

計算科学技術推進室 

（担当：中井、細見） 

 

jyohoka@mext.go.jp 

 

〈書類作成・提出に関する問い合わせ〉 

問い合わせ先 電子メール 

独立行政法人 科学技術振興機構 

研究振興支援業務室 

（担当：青山） 

 

johoask@jst.go.jp 

（注）当該公募要領は電子媒体のみ用意しております。冊子の請求は受け付けて

おりませんのであらかじめご了承ください。 
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Ⅱ．申請書類様式 

 

１． 申請書類 

 申請書類は、必要な書類に、必要事項を記入し、提出してください。提出に必要な

書類について、（様式１）～（様式３）に示します。 
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